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06 日本原子力研究開発機構、㍿ウインディーネットワーク
　本プロジェクトでは、海洋のドローンと言われている無人船 (Unmanned surface vehicle: USV) を浜通りの企業
を中心として開発することを目的にしました。海洋の仕事は、漁業、島しょ部の調査、物流及び原子力発電所の
モニタリングなど様々想定されますが、いづれも人手と手間がかかっています。そのような仕事を無人で行える
ツールとして浜通り印の無人船の市場での広い利活用を目指します。

実施期間：2016年度～ 2018 年度　実用化計画開発実施場所：南相馬市、相馬市、浪江町

海洋調査を目的とした無人観測船の開発

　今回のプロジェクトには、福島事
故後の環境モニタリングを行ってき
た日本原子力研究開発機構、すで
に無人船を用いた福島事故後の海
洋モニタリングに実績のあるウイン
ディーネットワーク、無人船の開発

実績のある海洋研究開発機構と放射線測定器メーカ
である JREC、ウィンチメーカである OCC、福島コ
ンピュータ及び浜通りの磐梯マリーン、日本オート
マチックマシン、協栄精機が研究体制を作り取り組
んできました。既存の無人船を活用するなど、研究
コストの省力化にも取り組み様々な要素技術開発を
行った結果、海に面した浜通りにおける企業に重要
な知見を提供できたと考えています。今後、産業化
に向けてさらなる努力を行ってまいります。

①ファイバー検出器を用いた海底測定用
放射線検出器：海底での放射線測定を可
能とします。②自動土壌サンプリング装
置：複数個の海底土壌のコアサンプリン
グを自動で実施できます。③海洋調査用
マルチセンサー：水中の水温、電導度、
深さ、検出器の位置を同時に測定可能で
す。④機械学習を用いた無人船制御アル
ゴリズム：無人船の海上での動きを学習
させることにより、波や風の強さを考慮
した自動的な無人船の定点保持及び最適
な運航を可能とします。⑤無人船による
海底地形図作成技術：音波計測器を用い
た海底の地形図を作成できます。

　研究の成果として作り上げた販売用の無
人観測船の設計図は浜通り企業に技術移転
し、販売できるように体制を整えます。ま
た、無人船の売上げだけでなく放射線の測
定技術や土壌のサンプリング装置等の要素
技術個別の売上げ、さらに既存無人船によ
る海底地質図の作成サービスなどの【投資
額　3 億円、新規雇用者数　10 名、売上 
10 億円】等の波及効果があると想定してい
ます。また、今回の研究によって、海洋に
おけるセンサー開発のノウハウ、船の制御
技術及び無人機制御のためのソフトウェア
開発技術などの浜通り地域企業への技術の
レベルアップに寄与できると考えています。

　本研究の目的は、既存の無人船をベースとし
て要素技術の開発を行い販売用無人船の設計図
の完成を目指しました。具体的には、1 回の航
行時間 5 日以上及び自動航行機能を持った無人
船の開発、海底用放射線測定器及び自動土壌サ
ンプリング装置の開発を目指しました。また、
機械学習を用いた無人船の制御研究や既存の無
人観測船を用いた海底地形図の作成技術の確立
を行いました。

　海に囲まれたわが国では、海洋における様々
な無人船の活用方法が考えられます。例えば、
西之島のような過酷環境でのモニタリング、島
しょ部の監視及びいけすの管理など漁業への活
用などです。また福島第 1 原子力発電所事故時
には汚染水の問題があり、放射線モニタリング
への活用も期待できます。そのような様々な業
務に対応できる無人船の開発を目指しました。

　無人のタンカーやボート型の無人船が商品化されているなど世界に
おける無人船の開発は進んでいます。海に囲まれたわが国においては、
前述のように現在人手で行っている仕事を無人船で置換することによ
り、大きなメリットが生まれると考えられます。今回の研究で最終的
に完成した無人観測船は、放射線の測定だけでなく、海底土サンプル
の採取や水温等の海水の基礎的な情報を取得できるマルチセンサーを
搭載しています。また、開発で得られた要素技術は様々な分野に応用
可能と考えています。
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■ この実用化開発の成功、事業化の達成により、
マッスルスーツ ʀを日本全国の企業・家庭に
浸透させ、将来の海外展開を目指します。

■ 腰や腕に負担のかかる あらゆる作業者にマッ
スルスーツ ʀ を使っていただき、腰や腕への
負担を軽減して、作業効率化や人に優しい作業
環境構築への支援、及び腰痛予防志向を浜通り
地域から発信します。

株式会社イノフィス　技術フェロー　中川誠也【平成 29 年度　成果】
① 軽量化： 既存機より 20％以上の軽量化
②腕保持： プロト機の実証評価完了
③腕＋腰補助： プロト機の実証評価完了
④ スプリングモデル： プロト機の実証評

価完了
⑤ 梱包小型化： ３辺合計 160cm 以内の

梱包箱
⑥ サイズ対応： 着脱可能な腿フレーム機構
⑦ 高機能専用カバー： オプション販売で

きるカバー
⑧ 新機能エアー機器： オプション販売で

きる機器

　多くの分野にマッスルスーツ ʀ が普及
することで、その数量と品種数が拡大し、
南相馬工場における試作規模拡大、稼働
率向上が見込まれます。これにより工場
周辺地域での雇用拡大が期待できます。
　更に、製品の機能・性能に関する新規
要素開発・改善改良をし続けることが必
要となり、短納期での製品化のため、工
場内での設計開発が求められます。この
高付加価値業務のため技術者を中心とし
た雇用拡大にもつながって産業復興・地
域活性化に寄与できます。

① 軽量化技術： 樹脂化で既存機より 20％以上
の軽量化維持

② 腕＋腰補助： 完成度を高めたプロト機の実証
評価完了

③ 新アクチュエータ腰補助： 原理確認プロト機
の実証評価完了

④ 新アクチュエータ腕補助： 原理確認プロト機
の実証評価完了

⑤起立支援モデル： プロト機の実証評価完了

【平成 30 年度　開発項目】
① 軽量化技術： 機械的強度や安全性の完成度を高めたプロト機の実用

化開発
② 腕＋腰補助： 機械的強度や安全性の完成度を高めたプロト機の実用

化開発
③ 新アクチュエータ腰補助： 着脱容易性・作業性・装着感の良いプロ

ト機開発
④ 新アクチュエータ腕補助： 着脱容易性・作業性・装着感の良いプロ

ト機開発
⑤起立支援モデル：被補助者の起立動作をアシストするプロト機開発

　マッスルスーツ ʀ は、介護・工場・物流倉庫・
建設・農業など多くの分野での活用実績が増え、
それに伴い作業内容や作業環境に適用するため
の新たな要望、腰部だけでなく腕部への補助部
位拡大や補助力の強さ・装着感向上への更なる
要望が増えており、これらに応えるための機体
の機能・性能に関する高度化、利便性向上等の
技術開発・実証評価が必要となっています。

マッスルスーツ®の高機能化・高性能化のための
実用化技術開発

実施期間：2016年度～ 2018 年度　実用化計画開発実施場所：南相馬市

　人体装着型動作支援ロボット　マッスルスーツ ® をより軽く、より使いやすく、より求めやすい価格に進化させ、
より洗練されたロボットに磨き上げるための研究開発、実証評価を行い、腰に加えて腕の動作支援といった機能
拡大や、人工筋肉の応用機器開発を行なっています。マッスルスーツ ® は、労働・作業環境を改善する「人のた
めのロボット」であり、労働人口減少への「社会問題解決のためのロボット」でもあります。

株式会社イノフィス
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2018年度版　浜通りの未来を拓く実用化開発プロジェクト　　福島県地域復興実用化開発等促進事業




